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森林経営管理制度（森林経営管理法）について
　林業の成長産業化の実現と森林資源の適正な管理の両立を図る、森林経営管理制度が４月１日から始
まりました。
　森林経営管理制度とは、経営管理が行われていない森林について、市町村が森林所有者の委託を受け
経営管理を行うことや、「意欲と能力のある林業経営者（事業者）」に再委託することにより、林業経営
の効率化と森林管理の適正化を促進する制度です。
　各市町村では、委託を受けた森林について、林業経営に適した森林（木材生産が可能な森林）は、「意
欲と能力のある林業経営者（事業者）」に数十年の契約期間で再委託し、再委託を受けた事業者は契約
期間中に木材生産から再造林、保育などの経営管理を行います。
　再委託された森林については、従来通り森林造成事業の補助金を活用し森林整備を進める事となります。
　また、林業経営に適さない森林については、各市町村が森林環境譲与税を活用し間伐等の必要な施業
を森林所有者に代わって行う事となります。
　各市町村では、優先順位を付けながら一定の面的なまとまりを持ったエリアを設定し、森林所有者の
意向調査を行ったうえで権利設定等を行う事になり、順次、整備が実施されることになります。

１　長野地区の状況
・管内市町村では、森林所有者への森林管理の「意向調査前の現地調査」、「意向調査のアンケート」
や「アンケート結果に基づく対象森林の林分調査など」を始めた市がいくつかありますが、その他
の市町村の具体的対応はこれからです。
・森林環境譲与税を活用し「松くい虫被害枯損木の処理」を計画している市町村もあります。
２　当組合の状況
・「意欲と能力のある林業経営者」に申請済みです。
・須高支所では、須坂市からモデル地区の「対象森林の林分調査と森林所有者への意向調査」を受託
し実施中です。
・管内市町村からの再委託が
いつ頃から始まるのか不明
ですので、森林経営計画を
樹立し搬出間伐等の森林整
備を推進して参ります。
（注：「意欲と能力のある林
業経営者」とは、国・県が
定める①事業者として高い
木材生産性や収益性を有す
るなど効率的かつ安定的な
林業経営能力を有すると認
められること　②経営管理
を確実に行うに足りる経理
的な基礎を有すると認めら
れること　などの要件に当
てはまり認定される必要が
あります。）

第
２
回
理
事
会�

開
催
日　

令
和
元
年
７
月
11
日

《
議　
　

事
》

第
１
号
議
案　

第
一
四
半
期
の
事
業
報
告
及
び
６

月
末
の
事
業
進
捗
状
況
に
つ
い
て

第
２
号
議
案　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

（
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
パ
ス
の
取
得
、
会

議
用
マ
イ
ク
設
備
の
取
得
、
エ
ン

ジ
ン
式
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
の
取
得
）

第
３
号
議
案　

固
定
資
産
の
処
分
に
つ
い
て

（
木
材
カ
ッ
タ
ー
の
処
分
、
デ
ジ

タ
ル
コ
ン
パ
ス
の
処
分
、
暖
房
器

具
の
処
分
）

第
４
号
議
案　

職
員
等
の
夏
季
賞
与
の
支
給
に
つ

い
て

第
５
号
議
案　

規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

（
職
制
規
程
の
一
部
改
正
、
長
野

森
林
組
合
機
械
施
設
管
理
規
程
の

一
部
改
正
、
長
野
森
林
組
合
加
工

施
設
管
理
規
程
の
一
部
改
正
）

第
６
号
議
案　

役
員
定
年
制
に
つ
い
て

第
７
号
議
案　

鬼
無
里
事
業
所
借
地
の
件
に
つ
い
て

追
加
議
案　

森
林
作
業
用
機
械
・
器
具
購
入
補

助
金
交
付
内
規
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

《
承
認
議
案
》

第
１
号　

理
事
と
の
利
益
相
反
契
約
に
つ
い
て

《
報
告
事
項
》

第
１
号　
長
野
支
所
機
械
保
管
庫
（
永
保
荘
隣

接
）
に
つ
い
て

第
２
号　

組
合
使
用
リ
ー
ス
車
輛
の
増
車
に
つ
い
て

第
３
号　

組
合
使
用
リ
ー
ス
車
輛
の
入
替
に
つ
い
て

第
４
号　

組
合
使
用
リ
ー
ス
車
輛
の
解
約
に
つ
い
て

第
５
号　

本
所
駐
車
場
の
舗
装
工
事
の
工
事
契
約

報
告
に
つ
い
て

第
６
号　

債
権
回
収
の
件
に
つ
い
て

第
７
号　

労
働
安
全
の
取
組
み
（
令
和
１
年
度
安

全
衛
生
年
間
計
画
書
）
に
つ
い
て

第
８
号　

会
計
検
査
院
に
よ
る
会
計
検
査
受
検
の

結
果
報
告
に
つ
い
て

第
９
号　

長
野
森
林
組
合
振
興
協
議
会
幹
事
会
と

総
会
開
催
の
報
告
に
つ
い
て

第
10
号　

「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
構
築
の
た

め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
関
す
る
自
己

理
事
会
開
催

経営管理が行われていない森林について
市町村が仲介役となり森林所有者と担い手と繋ぐシステムを構築

意欲と能力のある
林業経営者

市町村が自ら管理市町村森林所有者

経営管理を
再委託

意向を
確認

経営管理を
委託

※所有者不明森林へも対応

これまでは森林所有者自ら、
又は民間事業者に委託し経営管理

新たな制度を追加
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高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す

第
４
回
「
長
野
セ
ブ
ン
の
森
」
活
動
を
行
い
ま
し
た

【
北
部
支
所
】

　

地
域
の
森
林
資
源
の
熟
成
に
伴
い
、
管

内
の
人
工
林
は
収
穫
期
を
迎
え
て
い
ま

す
。
当
組
合
で
は
、
組
合
員
皆
様
が
長
年

丹
精
込
め
て
造
成
し
て
き
た
森
林
を
可
能

な
限
り
有
効
な
木
材
資
源
と
し
て
世
に
送

り
出
し
、
少
し
で
も
多
く
所
有
者
収
入
を

確
保
で
き
る
様
、
施
業
の
集
約
化
と
高
性

能
林
業
機
械
の
導
入
に
よ
る
高
効
率
な
搬

出
間
伐
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
12
月
に
北
部
支
所
へ
ス
イ
ン

グ
ヤ
ー
ダ
、
平
成
31
年
３
月
に
リ
ー
ス
支

援
事
業
で
須
高
支
所
の
グ
ラ
ッ
プ
ル
、
そ

し
て
本
年
度
は
須
高
支
所
へ
フ
ォ
ワ
ー
ダ

　

６
月
29
日
㈯
、
信
濃
町
と
セ
ブ
ン
＆
ア

イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、
セ
ブ
ン

－

イ

レ
ブ
ン
記
念
財
団
、
当
組
合
の
４
者
に
よ

る
協
定
に
基
づ
い
た
「
長
野
セ
ブ
ン
の

点
検
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ
る
自
己
点

検
実
施
に
つ
い
て

第
11
号　

役
員
視
察
研
修
の
研
修
内
容
に
つ
い
て

第
12
号　

鬼
無
里
事
業
所
借
地
の
件
に
つ
い
て

　

�

　

臨
時
理
事
会�

開
催
日　

令
和
元
年
８
月
20
日

《
議　
　

事
》

第
１
号
議
案　

役
員
定
年
制
に
つ
い
て

《
承
認
議
案
》

第
１
号　

理
事
と
の
利
益
相
反
契
約
に
つ
い
て

《
報
告
事
項
》

第
１
号　

債
権
回
収
の
件
に
つ
い
て

　

�

　

第
３
回
理
事
会�

開
催
日　

令
和
元
年
10
月
16
日

《
議　
　

事
》

第
１
号
議
案　

第
二
四
半
期
の
事
業
報
告
に
つ
い
て

第
２
号
議
案　

賦
課
金
の
徴
収
に
つ
い
て

第
３
号
議
案　

規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

（
長
野
森
林
組
合
工
場
職
員
給
与

規
程
の
一
部
改
正
、
長
野
森
林
組

合
嘱
託
・
臨
時
職
員
給
与
規
程
の

一
部
改
正
）

第
４
号
議
案　

固
定
資
産
の
処
分
に
つ
い
て

（
土
地
の
処
分
、
工
器
具
備
品
の

処
分
、
機
械
装
置
の
処
分
）

第
５
号
議
案　

固
定
資
産
の
取
得
と
処
分
に
つ
い

て
（
土
地
の
取
得
、
土
地
の
処
分
）

《
承
認
議
案
》

第
１
号　

理
事
と
の
利
益
相
反
契
約
に
つ
い
て

《
報
告
事
項
》

第
１
号　

上
半
期
監
査
の
報
告
つ
い
て

第
２
号　

組
合
使
用
リ
ー
ス
車
輛
の
入
替
に
つ
い
て

第
３
号　

組
合
使
用
リ
ー
ス
車
輛
の
解
約
に
つ
い
て

第
４
号　

９
月
末
の
事
業
報
告
と
年
度
末
見
込
み

の
報
告
に
つ
い
て

第
５
号　

夏
季
賞
与
の
支
給
状
況
に
つ
い
て

第
６
号　

債
権
回
収
の
件
に
つ
い
て

第
７
号　

高
性
能
林
業
機
械
の
売
買
契
約
の
報
告

に
つ
い
て

第
８
号　

森
林
組
合
経
営
改
善
支
援
事
業
の
件
に

つ
い
て

第
９
号　

役
員
改
選
の
件
に
つ
い
て

第
10
号　

役
員
視
察
研
修
実
施
の
件
に
つ
い
て

を
導
入
し
所
有
台
数
25

台
と
な
り
ま
し
た
。
９

月
26
日
㈭
に
、
長
野
地

域
振
興
局
、
須
坂
市
、

小
布
施
町
、
高
山
村
の

代
表
の
方
々
に
も
ご
出

席
い
た
だ
き
、
フ
ォ

ワ
ー
ダ
の
入
魂
式
を
執

り
行
い
ま
し
た
。
導
入

し
た
各
機
材
を
有
効
に

活
用
し
、
役
職
員
一
同

安
全
作
業
で
事
業
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

森
」
の
第
４
回
目
の
活
動
を
信
濃
町
「
や

す
ら
ぎ
の
森
」
で
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
セ
ブ
ン

－

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ

ン
の
社
員
の
方
々
や
近
隣
の
加
盟
店
オ
ー

ナ
ー
の
方
々
や
そ
の
家
族
、

信
濃
町
役
場
の
理
事
者
・
職

員
と
当
組
合
の
役
職
員
等
、

過
去
最
多
の
約
２
０
０
人
の

方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。
前

日
ま
で
の
天
気
予
報
は
雨
予

報
で
開
催
出
来
る
か
心
配
し

ま
し
た
が
、
社
員
の
皆
様
の

日
頃
の
行
い
が
良
い
お
か
げ

か
、
当
日
は
天
候
に
恵
ま

れ
、「
広
葉
樹
の
植
樹
と
下

草
刈
り
」
を
行
い
ま
し
た
。

ま
ず
、
あ
ら
か
じ
め
当
組
合

で
皆
伐
、
地
拵
え
を
行
っ
た

場
所
に
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
ヤ
マ
ボ
ウ

シ
、
コ
ブ
シ
の
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。
大

勢
の
参
加
者
の
た
め
、
一
人
数
本
し
か
植

え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
は
自
分

で
植
え
た
苗
木
に
名
前
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

書
い
た
プ
レ
ー
ト
を
取
り
付
け
ま
し
た
。

次
回
の
活
動
の
際
、
植
樹
し
た
苗
木
が
ど

れ
だ
け
成
長
し
て
い
る
か
、
み
ん
な
で
確

認
す
る
の
が
楽
し
み
で
す
。
植
樹
終
了

後
、
手
鎌
や
手
鋸
を
使
い
、
一
昨
年
に
植

樹
し
た
ブ
ナ
の
下
草
刈
り
を
行
い
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
「
こ
れ
も
刈
っ
て
良

い
で
す
か
？
」
等
、
活
動
に
積
極
的
な
声

が
上
が
り
、
大
人
数
で
あ
っ
た
た
め
短
時

間
の
作
業
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

綺
麗
に
、
安
全
に
活
動
を
終
了
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　

次
回
の
活
動
に
つ
い
て
も
、
参
加
者
の

皆
様
が
普
段
で
き
な
い
よ
う
な
活
動
や
、

楽
し
み
・
達
成
感
も
感
じ
ら
れ
る
活
動
を

計
画
し
て
参
り
ま
す
。

オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
を
植
樹

ブ
ナ
の
下
草
刈
り

スイングヤーダでスギ材を集材（北部支所）

フォワーダの入魂式（須高支所）
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が
、
今
回
は
、
単
独
で
の
開
催
と
い
う
こ

と
も
あ
り
来
場
者
の
人
数
は
少
し
寂
し
く

感
じ
ま
し
た
が
、
出
店
し
た
25
店
舗
の
前

は
多
く
の
お
客
さ
ま
で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　

組
合
で
は
、
主
に
鬼
無
里
事
業
所
の
山

菜
加
工
食
品
や
国
産
干
し
シ
イ
タ
ケ
を
メ

イ
ン
に
販
売
し
ま
し
た
。
ま
た
、
取
引
先

の
「
パ
イ
プ
屋
本
舗
（
中
野
市
）」
様
や

「
ミ
ズ
ホ
鋼
機
（
伊
那
市
）」
様
の
ご
協

力
を
頂
き
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
や
チ
ェ

ン
ソ
ー
等
の
林
業
機
械
も
展
示
し
活
気
の

あ
る
ブ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。

　

タ
イ
ム
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
干
し
シ
イ
タ

ケ
を
特
売
価
格
で
提
供
し
ま
し
た
。
サ
ー

ビ
ス
開
始
時
間
の
前
か
ら
多
く
の
お
客
様

に
並
ん
で
い
た
だ
き
出
店
し
た
甲
斐
が
あ

り
ま
し
た
。

　

今
年
来
場
出
来
な
か
っ
た
組
合
員
の
皆

様
に
は
ぜ
ひ
来
年
お
越
し
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

　

10
月
５
日
㈯
、
長
野
市
役
所
の
桜
ス
ク

エ
ア
で
『
２
０
１
９
長
野
市
農
業
フ
ェ

ア
』
が
開
催
さ
れ
、
長
野
支
所
も
出
店
し

ま
し
た
。
今
ま
で
農
業
フ
ェ
ア
は
、
産
業

フ
ェ
ア
と
同
時
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た

　

10
月
５
日
㈯
、「
第
十
三
回
み
ん
な
で

作
る
協
働
の
森
づ
く
り
（
千
曲
市
育
樹

祭
）」
が
、
大
池
市
民
の
森
、
大
池
キ
ャ

ン
プ
場
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
雲
行
き
が
怪
し
か
っ
た
も
の

長
野
支
所　
●
２
０
１
９　
長
野
市
農
業
フ
ェ
ア
に
出
展

更
埴
支
所

大勢のお客様に来場頂きました

の
雨
は
降
ら
ず
、
午
前
の
部
で
は
、
昨
年

と
今
年
の
植
樹
祭
で
植
樹
し
た
「
イ
ロ
ハ

モ
ミ
ジ
や
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど
の
広
葉

樹
」
の
下
草
刈
り
を
行
い
、
午
後
の
部
で

は
、
森
の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
と
木

工
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　

下
草
刈
り
作
業
に
は
、
団
体
参
加
者
・

一
般
参
加
者
の
方
々
と
一
緒
に
組
合
職
員

も
参
加
し
、
市
内
の
小
学
生
た
ち
は
、
下

草
刈
り
を
終
え
た
広
葉
樹
へ
の
支
柱
立
て

と
次
回
以
降
の
下
草
刈
り
の
誤
伐
防
止
の

目
印
と
な
る
テ
ー
プ
付
け
を
行
い
ま
し

た
。
昨
年
は
、
気
温
が
高
く
作
業
中
体
調

を
崩
さ
れ
た
方
が
い
ま
し
た
が
、
今
年
は

涼
し
く
作
業
が
し
や
す
い
環
境
で
し
た
。

　

午
後
の
「
森
の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ゲ
ー

ム
」
の
エ
リ
ア
は
、
ク
マ
が
出
る
箇
所

だ
っ
た
の
で
事
前
に
ク
マ
対
策
と
し
て
爆

竹
を
鳴
ら
し
安
全
に
配
慮
し
ま
し
た
。

ゲ
ー
ム
に
参
加
し
た
小
学
生
た
ち
は
、
ク

マ
除
け
対
策
と
し
て
『
森
の
く
ま
さ
ん
』

を
元
気
に
歌
い
な
が
ら
エ
リ
ア
を
回
り
、

全
員
仲
良
く
ゲ
ー
ム
を
ク
リ
ア
し
て
い
ま

し
た
。

　

そ
の
後
の
木
工
教
室
で
は
椅
子
作
り
を

行
い
ま
し
た
。
説
明
書
を
睨
み
な
が
ら
部

品
を
一
個
づ
つ
組
み
立
て
て
い
る
子
供
た

森のアドベンチャーゲームの様子

下草刈り作業の様子

椅子作りに熱中

ち
の
表
情
は
真
剣
そ
の
も
の
で
、
ど
う
し

て
も
一
人
で
出
来
な
い
箇
所
は
大
人
の
人

に
手
伝
っ
て
も
ら
い
、
み
ん
な
自
分
だ
け

の
椅
子
を
完
成
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
が
森
林
と
触
れ
合
う
貴
重
な

機
会
で
あ
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
、
け
が
人

も
な
く
無
事
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

● 「
第
十
三
回
み
ん
な
で
作
る
協
働
の
森
づ
く
り
（
千

曲
市
育
樹
祭
）」
行
わ
れ
る
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西
山
支
所　
●
里
山
の
緩
衝
帯
整
備
を
実
施
し
ま
し
た

鬼
無
里
事
業
所　

　
●
新
商
品
「
に
ん
に
く
み
そ
」
の
製
造
・
販
売
を
開
始
し
ま
し
た

　

当
支
所
で
は
、
受
注
し
た
長
野
県
発
注
の

森
林
整
備
事
業
（
治
山
工
事
）
で
、
熊
対
策

を
目
的
と
し
て
、
野
生
獣
の
移
動
経
路
で
あ

る
川
沿
い
の
里
山
（
保
安
林
）
に
緩
衝
帯
を

設
け
る
除
伐
作
業
や
か
ん
木
の
伐
採
作
業
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

作
業
を
し
た
地
域
は
、
長
野
市
の
中
心
部
、

県
庁
西
側
の
平
柴
地
区
で
、
地
区
内
を
流
れ

る
裾
花
川
の
河
川
敷
な
ど
で
熊
の
出
没
が
度

々
目
撃
さ
れ
て
お
り
、
地
域
住
民
か
ら
居
住

地
近
く
の
「
里
山
を
整
備
し
野
生
獣
の
す
み

か
と
の
緩
衝
帯
を
設
け
て
ほ
し
い
」
旨
、
要

望
が
数
多
く
出
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
現
場
は
、

平
成
24
年
度
に
も
緩
衝
帯
を
設
け
る
こ
と
を

目
的
に
同
じ
作
業
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

今
回
、
現
地
調
査
に
行
っ
て
見
る
と
、
林
内

は
笹
に
覆
わ
れ
灌
木
も
う
っ
そ
う
と
し
て
お

り
薄
暗
く
、
獣
が
い
て
も
全
く
わ
か
ら
な
い

状
況
で
し
た
。
周
囲
か
ら
見
通
し
の
良
い
森
林

と
な
る
よ
う
、
監
督
員
の
方
と
作
業
内
容
を

検
討
し
行
い
、
明
る
い
森
林
と
な
り
ま
し
た
。

　

信
越
放
送
（
Ｓ
Ｂ
Ｃ
）
さ
ん
が
、
熊
出
没

対
策
の
事
業
で
あ
る
の
で
、
作
業
状
況
の
取

材
に
現
地
ま
で
来
ら
れ
ま
し
た
。
取
材
内
容

が
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
た
の
で
、
明
る
く

な
っ
た
里
山
の
状
況
を
ご
覧
に
な
っ
た
方
も

お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

高
齢
化
や
人
口
減
少
に
よ
り
里
山
の
整
備

を
地
域
で
行
う
事
が
難
し
い
状
況
も
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
様
な
里
山
の
整
備
を
行
う
事
に

よ
っ
て
「
人
間
と
獣
の
住
む
領
域
が
区
別
さ

れ
、
獣
も
出
に
く
く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
」

の
で
、
定
期
的
に
作
業
を
行
う
必
要
性
を
感

じ
ま
し
た
。

　

鬼
無
里
事
業
所
食
品
加
工
工
場
で
は
、

８
月
中
旬
か
ら
、
新
商
品
「
に
ん
に
く
み

そ
」
の
製
造
・
販
売
を
始
め
ま
し
た
。
新

商
品
は
、
国
産
の
大
豆
と
米
を
使
用
し
た

味
噌
に
、
国
産
に
ん
に
く
ペ
ー
ス
ト
を
加

え
、
自
社
で
煮
出
し
た
「
か
つ
お
だ
し
」

や
北
海
道
産
昆
布
を
使
っ
た
昆
布
エ
キ

ス
、
更
に
貴
重
な
国
産
唐
辛
子
の
粉
末
等

を
加
え
て
味
付
け
し
ま
し
た
。
従
来
の
商

品
同
様
、
化
学
調
味
料
や
保
存
料
な
ど
を

使
用
せ
ず
に
製
造
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
当
事
業
所
の
製
品
は
、
ビ
ン
詰
め
か

袋
詰
め
で
し
た
が
、
今
回
、
新
た
に
発
売

し
た
「
に
ん
に
く
み
そ
」
に
つ
き
ま
し
て

は
、
商
品
の
性
質
上
と
使
い
勝
手
を
考
慮

し
「
ス
パ
ウ
ト
パ
ウ
チ
」
と
い
う
キ
ャ
ッ

プ
の
注
ぎ
口
が
付
い
た
袋
の
容
器
を
採
用

し
ま
し
た
。
こ
の
容
器

は
、
キ
ャ
ッ
プ
を
外
す

と
、
手
軽
に
中
身
を
絞
り

出
す
こ
と
が
で
き
箸
や
ス

プ
ー
ン
を
使
わ
ず
に
す
み

ま
す
し
、
キ
ャ
ッ
プ
を
締

め
れ
ば
冷
蔵
庫
で
保
存
が

出
来
ま
す
。
さ
ら
に
、
ビ

ン
に
比
べ
容
器
が
軽
く
、

ガ
ラ
ス
容
器
の
よ
う
に
割

れ
る
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

食
べ
方
の
例
と
し
ま
し

て
は
、「
焼
き
お
に
ぎ
り
」

スパウトパウチ容器入の「にんにくみそ」

に
塗
っ
た
り
、
肉
や
野
菜
と
一
緒
に
炒
め

た
り
、
野
菜
に
そ
の
ま
ま
つ
け
て
食
べ
て

も
お
い
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。

　

現
在
、「
に
ん
に
く
み
そ
」
は
、
主
に

首
都
圏
の
生
活
ク
ラ
ブ
生
活
協
同
組
合
を

中
心
に
販
売
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
地

元
の
農
産
物
直
売
所
や
小
売
店
様
な
ど
一

部
の
店
舗
様
に
も
取
扱
っ
て
頂
い
て
お

り
、
徐
々
に
取
扱
店
を
広
げ
て
い
く
予
定

で
す
。

　

今
後
、
他
の
販
売
店
や
地
域
で
開
催
さ

れ
る
イ
ベ
ン
ト
等
で
も
「
に
ん
に
く
み

そ
」
を
紹
介
し
て
参
り
ま
す
の
で
ご
賞
味

下
さ
い
。
ご
注
文
お
問
い
合
わ
せ
は
、
鬼

無
里
事
業
所
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
６

－

２
５

６

－

２
２
３
３
）、
お
近
く
の
各
支
所
又

は
本
所
ま
で
お
願
い
致
し
ま
す
。

うっそうとした作業前の現場見通しが良く明るくなった現場
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山
で
伐
倒
し
た
木
材
を
引
き
出
す
た
め

に
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
を
使
用
し
て
い
ま
す

が
、
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
は
非
常
に
重
く
、

作
業
路
か
ら
現
場
ま
で
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ

を
引
っ
張
っ
て
い
く
作
業
員
に
と
っ
て
大

き
な
負
荷
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
る

の
が
「
繊
維
ロ
ー
プ
」
で
す
。
林
業
に
使

わ
れ
る
繊
維
ロ
ー
プ
は
、
防
弾
チ
ョ
ッ
キ

の
素
材
に
も
使
わ
れ
る
超
高
分
子
量
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
を
編
み
こ
ん
だ
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
従
来
の
ワ
イ
ヤ
ー

ロ
ー
プ
に
比
べ
、
重
量
は
６
分
の
１
と
非

常
に
軽
く
、
伸
び
率
は
同
程
度
と
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。
強
度
は
、
同
じ
径
の
ワ

イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
と
同
強
度
が
得
ら
れ
ま

す
。
更
に
、
柔
ら
か
い
素
材
な
の
で
非
常

に
扱
い
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、「
こ
す
れ
等
の
摩
耗
や
損
傷

に
弱
い
こ
と
や
価
格
が
高
い
こ
と
」
が

ネ
ッ
ク
と
な
り
、
な
か
な
か
普
及
し
て
来

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

当
支
所
で
は
、
双
日
マ
シ
ナ
リ
ー
㈱
様

よ
り
試
験
用
に
林
業
用
繊
維
ロ
ー
プ
（
商

品
名
：
キ
ヨ
セ
ブ
レ
イ
ド
）
の
提
供
を
頂

き
、
９
月
27
日
豊
丘
団
地
（
須
坂
市
）
の

搬
出
間
伐
現
場
で
、
昨
年
導
入
し
た
グ

ラ
ッ
プ
ル
の
ウ
ィ
ン
チ
に
装
着
し
実
証
試

験
を
行
い
ま
し
た
。
ス
ギ
間
伐
材
を
最
長

90
ｍ
上
方
や
下
方
か
ら
作
業
路
ま
で
集
材

し
ま
し
た
が
快
適
に
作
業
を
行
え
ま
し

た
。
ま
た
、
現
場
の
技
能
職
員
か
ら
は
、

「
軽
量
で
柔
ら
か
い
素
材
で
扱
い
や
す

い
」
と
非
常
に
好
評
で
し
た
。
こ
の
繊
維

ロ
ー
プ
は
、
オ
ラ
ン
ダ
製
の
超
高
強
度

ロ
ー
プ
（
Ｈ
Ｍ
Ｐ
Ｅ
）
を
ポ
リ
エ
ス
テ
ル

で
被
膜
し
て
あ
る
の
で
、
ロ
ー
プ
表
面
が

滑
ら
か
で
接
触
面
が
大
き
く
摩
耗
に
よ
る

極
端
な
損
傷
が
大
幅
に
低
減
さ
れ
た
商
品

で
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
繊
維
ロ
ー
プ
の
導
入
を

通
じ
て
、
作
業
員
の
労
働
負
荷
の
軽
減
を

図
る
と
と
も
に
、
作
業
効
率
を
上
げ
、
更

な
る
森
林
整
備
の
促
進
を
図
っ
て
行
く
と

共
に
、
労
働
安
全
性
の
向
上
も
期
待
し
て

い
ま
す
。

林
業
用
繊
維
ロ
ー
プ
を
導
入
し
ま
し
た�

【
須
高
支
所
】

軽
量
で
柔
ら
か
い
素
材
で
す

木
育
活
動
を
行
い
ま
し
た

【
営
業
企
画
課
】

グラップルのウィンチに装着

林業用繊維ロープ

スギ間伐材を下方から作業場まで集材試験中

営
業
企
画
課  

１
級
建
築
士
事
務
所　

１
級
建
築
士　

伊
藤
　
吉
治

　

長
野
地
域
振
興
局
林
務
課
担
当
者
よ
り
、
長

野
市
立
芋
井
小
学
校
６
年
生
の
卒
業
記
念
と
し

て
「
屋
外
ブ
ラ
ン
コ
制
作
」
へ
の
講
師
依
頼
が

あ
り
制
作
指
導
を
行
い
ま
し
た
。
１
回
目
は

「
部
材
の
調
達
」
を
行
い
、
不
足
部
材
を
学
校

裏
山
で
広
葉
樹
を
伐
採
し
調
達
し
、
２
回
目

は
、「
部
材
の
皮
む
き
と
塗
装
」
を
行
い
、
３

回
目
は
、「
部
材
の
加
工
」
を
行
い
、
規
格
の

寸
法
に
部
材
を
カ
ッ
ト
し
ド
リ
ル
で
穴
開
け
し

仮
組
立
て
ま
で
を
行
い
ま
し
た
。
最
終
回
の
４

回
目
は
、
設
置
場
所
へ
部
材
を
運
び
組
立
て
、

ゆ
が
み
の
調
整
な
ど
を
行
い
「
屋
外
ブ
ラ
ン

コ
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
は
、「
ゆ
が
み
の
調
整
に
大
変
苦

労
し
ま
し
た
」
が
、
全
員
で
協
力
し
一
つ
の
も

の
を
作
り
上
げ
た
こ
と
の
達
成
感
が
大
き
く
、

早
速
ブ

ラ
ン
コ

に
代
わ

る
代
わ

る
乗
っ

て
安
全

か
ど
う

か
確
認

し
て
い

ま
し
た
。

手作りのブランコが完成しました

ウィンチ
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西
山
事
業
所
で
は
、
４
月
よ
り
、
今
ま

で
北
部
支
所
で
取
扱
っ
て
い
た
薪
事
業
を

引
継
ぎ
、
薪
や
薪
用
原
木
の
販
売
を
始
め

ま
し
た
。

　

薪
ス
ト
ー
ブ
や
暖
炉
の
温
か
さ
を
味

わ
っ
た
こ
と
の
あ
る
方
は
お
分
か
り
に
な

る
と
思
い
ま
す
が
、
エ
ア
コ
ン
や
フ
ァ
ン

ヒ
ー
タ
ー
の
暖
房
器
具
と
は
違
い
薪
ス

ト
ー
ブ
の
温
か
さ
に
は
、
遠
赤
外
線
の
輻

射
熱
の
効
果
が
あ
り
、
人
の
肌
を
直
接
温

め
て
く
れ
る
と
と
も
に
、
床
や
壁
、
天
井

と
い
っ
た
建
物
の
内
側
も
同
時
に
温
め
る

た
め
、
家
の
ど
こ
に
居
て
も
暖
か
い
と
い

う
能
力
を
も
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
暖
か

さ
だ
け
で
は
な
く
、
炎
を
見
る
こ
と
に

よ
る
「
癒
し
の
効
果
」
が
あ
り
、
薪
ス

ト
ー
ブ
に
限
ら
ず
、
キ
ャ
ン
プ
や
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
と
い
っ
た
ア
ウ
ト
ド
ア
フ
ィ
ー
ル

ド
で
の
焚
き
火
、
古
民
家
の
囲
炉
裏
の
火

も
、
そ
う
い
っ
た
安
ら
ぎ
を
感
じ
る
理
由

令和元年度　各種研修生名簿

研　 修 　名
氏　　名
（支所名）

フォレストワーカー
１年目研修

田辺慶太郎
（須高支所）

フォレストワーカー
３年目研修

丸山　恭史
（北部支所）

※上記研修は、 「緑の雇用制度」 に基づく研修です。

木 材 市 況

　市場では、カラマツについては、高値で安定し
ています。スギについては、価格が横ばい傾向で
すが、良材には高値が見られます。丁寧な造材依
頼があります。
　当組合では、森林経営計画団地内の搬出間伐推
進により森林所有者皆様への利益還元に努力して
いますので、森林経営計画樹立にご理解ご協力願
います。
※北信木材センター被災に伴い９月の木材市況を掲載しました。

第1063回　令和元年９月25日　長野県森林組合連合会　北信木材センター

樹種 長さ
（ｍ）

末口
（㎝）

平均値～高値
（円/㎥）

平均石値
（円） 備　　考

スギ

3.0 16～18 9,000～13,000 2,500 需要あり、直造材で
20上 11,000～13,500 3,060 直造材で

4.0
13下 4,500～  5,500 1,250 需要あり
22～28 11,500～14,000 3,200 直造材で
30上 12,000～18,000 3,340 直造材で

カラマツ 4.0

13下 6,000～11,000 1,670 需要あり
14～18 9,000～12,500 2,500 需要あり
20上 14,000～16,000 3,900 需要あり
30上 14,500～20,000 4,030 需要あり

ヒノキ 4.0 30上 16,000～56,000 4,450 需要増
（１石：0.27826㎥）

　

７
月
18
日
、
19
日
の
両
日
、
長
野
市
立

裾
花
中
学
校
の
生
徒
２
名
を
職
場
体
験
学

習
で
受
け
入
れ
ま
し
た
。
下
草
刈
り
の
作

業
体
験
、
高
性
能
林
業
機
械
を
使
っ
て
い

る
搬
出
間
伐
現
場
と
食
品
加
工
工
場
の
見

学
な
ど
、
当
組
合
の
取
組
む
事
業
に
つ
い

て
学
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
学
習
後
の
感

想
文
に
、「
林
業
は
作
業
の
機
械
化
が
進

ん
で
い
る
事
、
食
品
加
工
品
（
な
め
茸
）

の
製
造
工
程

を
見
る
こ
と

が
出
来
て
良

か
っ
た
」
と

あ
り
ま
し

た
。
現
場
で

活
動
し
学
び

体
験
す
る
事

が
貴
重
で
あ

る
と
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。

職
場
体
験
学
習
を

行
い
ま
し
た

薪
事
業
を
始
め
ま
し
た

【
西
山
事
業
所
】

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、「
薪
」
と
一
言
で
言
っ
て
も
広

葉
樹
や
針
葉
樹
の
薪
が
あ
り
ま
す
が
、
当

組
合
で
扱
う
薪
は
、
薪
の
中
で
も
高
級
と

言
わ
れ
て
い
る
広
葉
樹
の
「
ナ
ラ
材
」
を

使
用
し
て
お
り
ま
す
。
ナ
ラ
材
は
、
熱

量
・
燃
焼
時
間
と
も
に
優
れ
て
い
る
と
共

に
、
と
て
も
扱
い
や
す
い
材
種
で
、
組
合

で
は
、
ナ
ラ
薪
を
夏
場
は
屋
外
で
風
に
さ

ら
し
乾
燥
し
、
冬
場
は
屋
内
に
保
管
し
、

含
水
率
20
％
前
後
で
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

　

タ
ガ
詰
め
し
た
薪
（
Ｌ
＝
42
㎝
）
の
ほ

か
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
材
を
カ
ッ
ト
し
好

み
の
サ
イ
ズ
に
割
っ
て
薪
を
作
る
方
の
た

め
に
、
約
２
ｍ
の
原
木
で
の
販
売
も
行
っ

て
お
り
ま
す
。
薪
用
原
木
は
、
ほ
ぼ
通
年

ご
ざ
い
ま
す
が
、
タ
ガ
薪
は
乾
燥
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
た
め
、
相
当
量
は
確
保
し

て
お
り
ま
す
が
数
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま

す
。
薪
の
ご
注
文
、
配
達
や
薪
用
原
木
に

つ
い
て
は
、
長
野
森
林
組
合　

西
山
事
業

所
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
６

－

２
６
９

－

２
１

２
４
）
ま
で
お
気
軽
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

ナラのタガ薪

薪用ナラ原木

ハーベスタヘッドのメンテナンスを見学



本所・長野支所／〒380‒0915 長野市大字稲葉字上千田沖134番地２
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編
集
後
記

◇
台
風
19
号
に
よ
り
甚
大
な
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様

の
早
期
復
興
を
祈
念
致
し
ま
す
。
毎
年
の
よ
う
に

被
る
、
防
ぎ
よ
う
の
な
い
想
定
を
超
え
た
自
然
の

猛
威
に
、
ど
う
対
処
す
れ
ば
良
い
の
か
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
す
。
真
剣
に
地
球
温
暖
化
対
策
を
地
球
規

模
で
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◇
総
務
省
が
、
森
林
の
整
備
や
保
全
に
充
て
る
資
金

「
森
林
環
境
譲
与
税
」
約
１
０
０
億
円
を
10
月
初

め
て
配
分
し
ま
し
た
。
自
治
体
ご
と
の
配
分
額
は
、

森
林
面
積
だ
け
で
な
く
人
口
も
考
慮
し
て
決
め
ら

れ
る
為
、
大
都
市
が
手
厚
く
、
森
林
が
多
く
て
も

人
口
が
少
な
い
地
方
の
自
治
体
は
少
額
と
な
り
ま

し
た
。
長
野
県
内
分
は
県
分
も
含
め
総
額
３
億
８

９
３
万
円
で
し
た
。

　
　

都
市
部
の
姉
妹
都
市
の
公
共
施
設
へ
の
長
野
県

産
木
材
の
利
用
推
進
と
、
協
定
を
結
ん
だ
地
方
の

森
林
整
備
へ
の
都
市
部
の
後
押
し
を
期
待
し
ま
す
。

　

当
組
合
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
格
別
な

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
総
代
会
の
議
決
並
び
に
過
日
の
理
事

会
に
お
い
て
賦
課
金
額
を
組
合
員
割
２
０
０
円
、

面
積
割
１
ha
当
り
２
０
０
円
と
し
、
12
月
15
日

ま
で
の
納
入
と
決
定
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

賦
課
金
は
、
地
域
林
業
が
更
に
活
性
化
す
る

た
め
に
組
合
員
皆
様
へ
の
情
報
提
供
や
森
林
整

備
推
進
の
森
林
経
営
計
画
樹
立
説
明
会
な
ど
に

役
立
て
て
お
り
ま
す
。
徴
収
方
法
に
つ
き
ま
し

て
は
、
各
地
区
の
総
代
・
参
与
委
員
の
皆
様
に

お
願
い
し
て
賦
課
金
納
入
通
知
書
を
配
布
し
て

頂
き
ま
す
の
で
、
期
日
ま
で
に
現
金
ま
た
は
指

定
口
座
か
ら
の
振
替
で
納
入
頂
き
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。（
本
年
度
の
口
座
振
替

は
12
月
16
日
に
行
い
ま
す
。）

組合からのお知らせ
◇役員の改選について
現在の理事・監事の方々の任期が、来年３月の総代会
開催日に満了となります。
各支所・事業所で地区別総代参与委員会を開催し、新
しい理事・監事を推薦して頂く事となりますので、ご
協力をお願い致します。

◇名義変更等の届出について
次のような事例が該当する組合員の方は、最寄りの支
所等にご連絡下さい。
・組合員本人の方の死亡等により、名義人が実在しな
い方。また、後継者の方が権利を継承されている方。

・引越しや転居等により住所を変更された方。
・山林を売却し権利が別の名義人に移っている方。
・山林を売却又は購入して所有面積が変更になってい
る方。

ながのペレット販売中なななななななななななながなななな のペ ト販売中中中中中中中中中中中

地域山林の唐松間伐材100％か
らできています。熱効率も良く、
灰も少ないとご好評をいただい
ております。

参考販売価格
（径6㎜10kg入 /袋）

・配達）

505
555
配達は30袋以上でお願いします配達は30袋以上でお願いします

　

今
年
も
11
月
20
日
よ
り
、
鬼
無
里
事
業

所
食
品
加
工
工
場
で
製
造
し
て
い
る
「
き

の
こ
と
山
菜
の
加
工
品
詰
合
せ
」
の
『
ギ

フ
ト
フ
ェ
ア
』
を
開
催
致
し
ま
す
。

　

お
歳
暮
な
ど
の

贈
答
用
に
お
薦
め

す
る
「
ご
飯
大
好

き
セ
ッ
ト
（
６
本

詰
合
せ
）」
や
「
き
の
こ
と
山
菜
８
本
セ
ッ
ト
」
を
は

じ
め
、
お
使
い
用
に
も
便
利
な
「
３
本
詰
合
せ
セ
ッ
ト
」

も
12
月
下
旬
ま
で
の
期
間
限
定
で
、
特
別
価
格
に
て
御

用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
長
野
県
産
の
も
ち
米
」
と
当
組
合
の
「
き

の
こ
と
山
菜
の
炊
込
み
ご
飯
の
素
」
を
詰
め
合
わ
せ
た

『
き
の
こ
と
山
菜
お
こ
わ
セ
ッ
ト
（
２
〜
３
人
前
×
２

セ
ッ
ト
入
り
）』
も
、
12
月
１
日
か
ら
、
数
量
限
定
で

販
売
致
し
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

各
詰
合
せ
セ
ッ
ト
は
、
事
前
に
ご
注
文
い
た
だ
き
ま

す
と
、
後
日
、
お
近
く
の
支
所
で
品
物
を
お
渡
し
す
る

こ
と
も
出
来
ま
す
。
ご
注
文

お
問
い
合
わ
せ
は
、
鬼
無
里

事
業
所
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ

：

０
２

６

－

２
５
６

－

２
２
３
３
）、

又
は
、
お
近
く
の
各
支
所
、

本
所
ま
で
お
願
い
致
し
ま
す
。

年
末
年
始
の
贈
り
物
や
御
挨
拶
用
に
、「
き
の
こ
と
山

菜
の
加
工
品
の
詰
合
せ
」
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か

きのこと山菜おこわセット

賦
課
金
の
徴
収
に
つ
い
て
の
お
願
い

10
月
12
日
㈯
、
大
型
で
非
常
に
強
い
台

風
19
号
が
県
内
に
最
接
近
し
、
東
信
地
方

を
中
心
に
大
雨
と
な
り
、
13
日
㈰
長
野
市

穂
保
で
千
曲
川
左
岸
の
堤
防
が
決
壊
し
広

範
囲
で
甚
大
な
浸
水
被
害
が
、
管
内
各
所

で
も
同
様
に
浸
水
被
害
や
強
風
に
よ
る
倒

木
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
組
合
関
係

で
は
、
自
宅
が
水
没
、
床
下
浸
水
の
被
害

を
受
け
た
職
員
が
お
り
ま
す
。
ま
た
、
現

場
へ
の
道
路
が
各
地
で
土
砂
崩
落
等
に
よ

り
通
行
止
め
に
な
り
、
作
業
中
の
事
業
の

年
度
内
し
ゅ
ん
工
が
危
ぶ
ま
れ
る
箇
所
も

発
生
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
系
統
の
長
野

県
森
林
組
合
連
合
会
北
信
木
材
セ
ン
タ
ー

（
木
材
市
場
）
も
、
１
ｍ
を
超
え
る
浸
水

被
害
を
受
け
市
場
機
能
が
停
止
し
ま
し
た
。

　

被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見

舞
い
申
上
げ
ま
す
。
組
合
も
出
来
る
だ
け

早
く
現
場
作
業
の
正
常
化
を
図
り
、
各
現

場
の
事
業
年
度
内
し
ゅ
ん
工
を
目
指
し
て

参
り
ま
す
。

台
風
19
号
に
よ
る
被
害
に
遭
わ

れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い

申
上
げ
ま
す

ご飯大好きセット

きのこと山菜８本セット ３本セット


